





(Department of Pedagogy) 及び教育学部 (School of Education) の教員養成




1901 年に F.W. パーカーを学部長として開設された。デューイの教育学科
では教育学研究・教育、師範学校や教員養成校の教師・教育長などの専門
職教育及び中等教員養成を、パーカーの教育学部では初等教員養成を行っ






　ダイキューゼン (G.Dykhuizen) は、デューイが学科長となった 1895 年


































































































































を検討する。表 1 に 1898 年度から 1901 年度の教育学科及び 1902 年度、












「教育心理学」「古代から 18 世紀までの教育の理論と実践の歴史」「18 世
紀から 19 世紀間の教育の思想と進歩」「教材の方法」の 4 科目は 1901 年
度に教育学科においてシニアカレッジに開設されていた授業科目である。

































　1902 年度の教育学部では、グラデュエイト・コースの授業科目は 1 つ





（ｄ）教育学部と哲学科教育学部門との関係（表 1、表 2 参照）
　1902 年度に教育学科の学士課程は教員スタッフと共に教育学部に移さ
れ、哲学科の教育学部門の位置づけとなったことにより、同部門ではグラ









わち、31 科目中 22 科目が一致していた。したがって、哲学科教育学部門
と教育学部が連携してデューイが目指した中等以上の教員養成と現職教員
向けの専門教育の課程を実現する体制であったと考えられる。


























































（5）デューイ担当授業科目（表 1、表 2 参照）
 　デューイ担当の授業科目は表 1、表 2 にゴシック体で示した。デューイ





　デューイは、教育学部長に就任した 1902 年の夏学期に、1897 年度夏学
期に 135 名の受講者があった（23）「教育心理学」を開設した。翌年度夏学期










教育学部門の開設予定科目数は、辞任前の 1903 年度に比べて 1904 年度は
31科目から24科目へと減少しているが、1903年度は未開講の科目が多かっ




がら、入学要件は、「少なくとも 4 年のハイスクール課程の上に 2 年間の
学業（カレッジでも師範学校でもよい）」から「一流のハイスクール（first 
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（2）  Annual Register, July, 1901‐July,1902,The University of Chicago Press, 1902, p.123.
（3）  Dykhuzen,G.,The Life and Mind of John Dewey, Southern University Press,1973, P.87. 
Ｇ．ダイキューゼン著、三浦典郎、石田理訳『ジョン・デューイの生涯と思想』清
水弘文堂、1977 年、139 頁。





ム」『日本デューイ学会紀要』第 53 号、2012 年、11-21 頁。
（7）  伊藤敦美「デューイ教育学構想における教育専門職教育論の検討―シカゴ大学教育
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学部のカリキュラムを中心として―」『日本デューイ学会紀要』第 52 号、2011 年、
105-115 頁。
（8）  1902 年度に教育学科の学士課程は教員スタッフと共に教育学部に移され、哲学科
の教育学部門の位置づけとなった。その後、教育学科はシカゴ大学本体の学科とし
ては廃止となった。1902 年 7 月発行の『シカゴ大学年次記録』より、教育学科は
哲学科の教育学部門（Courses of Education）となった。
（9）  『シカゴ大学年次記録』によると教育学科に関する記述が掲載されたのは 1895 年度
版から、教育学科が正式にスタートしたのは 1895 年秋学期である。本稿では教育
学科がスタートしてほぼカリキュラムが安定したとみられる、1898 年度からを分
析対象とした。Annual Register, July,1894 － July,1895, The University of Chicago 
Press,1895, pp.49-50. 
（10）  Annual Register, July,1895 － July,1896,pp.52-53. 小柳正司「シカゴ大学実験学校創
設の背景にあったデューイの教育学構想―師範教育から教育科学の確立へ―」『鹿
児島大学教育学部紀要・教育科学編』第 50 巻、1999 年、218 頁。
（11）  小柳正司『デューイ実験学校と教師教育の展開』、91-92 頁。
  この構想を実現するために、教育学科ではジュニアカレッジ・コース（Junior 
College Courses）、シニアカレッジ・コース（Senior College Courses）、グラデュ












（12）  Annual Register, 1902, 1903.  教員養成部の目的は、1902 年度にデューイが学部長に
なった際に「中等教育」に関する記述が加えられた。そのほかの部分は、1901 年
度から 3 年間ほぼ変更はない。
（13）  小柳正司『デューイ実験学校と教師教育の展開』、203 頁。
  この構想を実現するために、デューイ学部長時代の 1903 年度の教育学部では
次の 4 つのコースが設けられていた。芸術・技術コース (Courses in Arts and 
Technology)、全科コースＡ (The General Course A)、全科コースＢ、中等学校
及び師範学校教員志望者向けコース (Courses Preparation to Teaching Secondary 
and Normal School)である。全科Ａ及びＢコースは初等教員養成を目的としていた。
Ａコースは 1902 年度の 2 年コースを引き継いだ（ジュニアカレッジ相当）もので、
1902 年度までの入学生を対象としていた。Ｂコースはシニアカレッジ相当で 1903
年度以降の入学生を対象とし、修了者に教育学の特別ディプロマ (special diploma 





(A.B.), 哲学士 (Ph.B.), 理学士 (S.B.) の学士号のうちのいずれかと教育学の専門職ディ
プロマ (professional diploma in Education) が授与されるものであった。芸術・技
術コースは、２年間の専科コースで、４年間のハイスクールを修了した者と、２年
以上の教職経験をもつ者を対象とし、音楽 (Music）、絵画 (Drawing and Painting)、
木工加工 (Woodworking) 等の非アカデミック教科のいずれかに特化した教員養










ゴ大学教師教育カリキュラムを検討する。John Dewey to William Rainy Harper, 







（17）  Annual Register, 1902, pp.381-382．Annual Register, 1903, pp.415-417．
（18）  伊藤敦美「シカゴ大学教育学科におけるデューイ学科長時代の教師教育カリキュラ
ム」、18 頁。
（19）  Annual Register, 1903, pp.138-140．小柳正司『デューイ実験学校と教師教育の展開』、
206-207 頁。
（20）  同書、196-197 頁。
（21）  同書、234-235 頁。
（22）  T. チャンベリン（地質学）（T.C.Chamberin, Ph.D., LL.D, Professor and Head of 
the Department of Geplogy）、J. コウルター（植物学）(J.M.Coulter, A.M.,  Ph.D., 
Professor and Head of the Department of Botany)、W. ヘイル（ラテン語）(W.G.Hale, 
A.B.,LL.D, Professor and Head of the Department of Latin)、H. ドナルドソン（神
経学）(H.H.Donaldson, Ph.D., Professor and Head of the Department of Neurology)
など。Annual Register, 1902, p.121.
（23）  伊藤敦美「シカゴ大学教育学科におけるデューイ学科長時代の教師教育カリキュラ
ム」、19 頁。
（24）  1898 年度は授業科目名は「教授方法」でレシテーションの題材と方法を取り上げ
る内容であった。






超える授業科目を担当していた。John Dewey to Alice Chapman Dewey, October 9, 
1894, John Dewey Papers. 小柳正司『デューイ実験学校と教師教育の展開』、27 頁。
（26）  1901 年度の「特別研究」の受講生は 3 名、1903 年度の「ゼミ」の受講生は 12 名で
あった。Record of Work, University of Chicago Office of Register.


























に 5 時 間 の 学 校
で 使 用 す る 観 点
で の 調 理 ・ 裁 縫
な ど の 技 術 的 な
仕 事 と 1 週 間 に 6
時 間 の 授 業 観 察
と ア シ ス タ ン ト













2A. 2 を マ イ ナ ー ・
コース（6週間）




































の 教 育 学 ： リ ー
ディング、文学、
算数などの教授に
応 用 す る 一 般 原
理,), M, 前期
４. 発 生 心 理 学 の ト
ピック, M, 前期






































3A. 教育心理学,  Mj .　
か前期か後期にM.
























10A , 11A . 家 庭 科 の
教育的効用, 2Mj　
(10と11は実際に
教 え る た め の 準
備をする、10Aと
1 1 A は 他 の 教 授
や ス ー パ ー バ イ
ザー、校長として






































































で の 教 育 の 理 論
と実践の歴史, Mj, 
Given as 1A and 











発達,Mj. ,  必要条














































































８. ロック,  M, 前期
















































































































































77. 2 0 世 紀 の 教 育










＊ 授業科目名の後の M ＝Miner courseで１日に 1 時間を６週行うもの、Mj＝Major Courseで１日に１時間を12 週




＊ 網掛けは 1903 年度哲学科教育学部門の授業科目と同一のもの（3、3A、4、5、6、9、10、15、15A）
＜ Annual Register 1896―1901 より筆者作成＞
165
1902年度の計画 1903年度の計画
For the Senior College夏学期
59A.レシテーションの方法,M,夏学期・後期
60. 教育心理学, Mj, 夏学期（マイナーとして分けて履修す
ることがある）
70A.高等学校の教授とマネジメントの問題：高等学校の校
長と教員向け,  M, 夏学期・前期秋学
61. 古代から18世紀の教育理論と実践の歴史,  Mj, 1903年度
開講なし冬学
62. 18世紀から19世紀の間の教育の思考と進歩, Mj, 1903年
度開講なし





For the Senior Colleges and the Graduate Schools秋学期
63. 発達心理学,  Mj, 必要条件：小学校心理学
65.応用教育心理学, Mj





64. 心と体, Mj, 必要条件：少なくとも1つの入門コース以上
の心理学
71A. 中等教育のトピックス, M, 1903年度開講なし
72A.国立学校制度：現在進行中のイギリス、ドイツ、アメ
リカの中等教育の変化を参照して, M, 1903年度開講なし
Graduate Causes in Education For the Graduate Schools夏学期
61.学校管理の問題,  M, 後期
62.イギリスにおける教育の奮闘の発展の歴史, M, 前期
66. 学校制度の比較（イギリス、ドイツ、アメリカ）, M ,後
期, Mj, 春学期

































＊ 授業科目名の後の M ＝Miner courseで１日に 1 時間を６週行うもの、Mj＝Major Courseで１日に１時間を12 週




　＜ Annual Register 1902 及び 1903 より筆者作成＞
表 2　哲学科教育学部門授業科目（1902 年度、1903 年度の教育学関連科目）
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